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男

国 際 カ ン キ ツ ウ イ ル ス 学者研究集会 (IOCV) は， カ

ン キ ツ の 接 ぎ木伝染性病害 の 国 際 的 な 研究者集会 で あ

り ， 3 年 ご と に 開 催 さ れ る 。 今 回 は 2001 年 1 1 月 に 約

100 名 の 参加者 を 集 め て キ プ ロ ス 共和国 で開催 さ れた 第

15 回会議の様子 を ， 話題 に 挙 が っ た ト ピ ッ ク ス を 中 心

に紹介す る 。

I カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス (CTV)

ア ブ ラ ム シ伝搬性で， 世界的 に 特 に被害が大 き い ウ イ

ル ス で あ り ， 今 回 の 会議 で最 も 時間 を 割 い て 議論 さ れ

た 。 CTV ゲ ノ ム の 全塩基配列 は 1995 年 に フ ロ リ ダ の

T 36 株で報告 さ れ て お り ， T 36 株 と VT 株の 塩基配列

の 5' 部 分 が 大 き く 異 な る こ と や， 多 く の CTV 株 で 多

様な欠失 RNA が見 ら れ る こ と な ど， 興味深 い知見 も す

で に 得 ら れて い る 。 感染性 ク ロ ー ン を 用 い た 解析 な ど も

行わ れ， 病原性 に 関 わ る 因子 も 明 ら か と な る と 思 わ れ
る 。 今回 の 会議 で は ， ポ ス ト ゲ ノ ム 的 な手法 に よ る 生態

的 あ る い は病原性の解析が多 い 印 象 で あ っ た が， 以下 に

話題 に 挙が っ た 主 な ト ピ ッ ク ス を 内容別 に 紹介す る 。

1 干渉効果

弱毒系統 PB 61 株の発生消 長 を RT-PCR な ど に よ り

解析 し ， 接種初期の 分布， 季節消 長 に つ い て の 品種間で

の相違な どが明 ら か に な っ た 。 こ の結果 を 受 け， よ り 効

果 的 に PB 61 株 の 予備 接 種 が で き る よ う ， Australian 

Citrus Budwood Scheme の 内 容 に 変更が加わ っ た 。

PB 61 株 は 強 毒 系 統 に 対 し て は PB 155 株 よ り も

PB 235 株 の 方 に 干 渉 効 果 が 高 く ， 塩 基 配 列 解 析 で も

PB 235 株の ほ う に 相 向性が高か っ た 。

CP 遺伝子の single-strand conformation polymor

phism (SSCP) 解析 に よ り ， 弱 毒 系 統 Pera IAC 株接

種樹で， 強毒系統 Barao B 株が増殖 し な い こ と が確認

さ れた 。

2 診断 と 生態

い く つ か の 系統 を い く つ か の カ ン キ ツ 種 に 接種 し た と
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こ ろ ， ρ18 遺伝子 の SSCP パ タ ー ン に ， 系 統 ご と ， カ

ン キ ツ 種 ご と ま た は個体 ご と ， あ る い は経時的 に も 変化

が見 ら れた 。

ア ブ ラ ム シ で複合感染 を 分 け る 試み に よ り ， モ ノ ク ロ

ー ナ ル抗体 MCA 13 ( フ ロ リ ダの弱毒系統 に 反応 し な い )

陰性系統 に 陽性系統が混在 し て い る こ と が推察 さ れた 。

強毒系統 SY-568 株 を 接種 し た ス イ ー ト オ レ ン ジ 実生

個体聞 に ， 萎縮や ス テ ム ピ ッ テ ィ ン グ な ど の症状 に 違 い

が見 ら れた 。 RNAse protection assay に よ り ， 各個体

に 少 な く と も 2 変異株が混在 し て い る も の と ， 1 変異株

の み が存在す る も の が確認 さ れ た 。

春 と 秋 に 接 ぎ 木接種 し た T 30 株 を ELISA で追跡 し

た と こ ろ ， 春 に 接種 し た 方 が CTV の 移動が速 い こ と が

推察 さ れた 。 ま た ど ち ら の季節 も 少 な く と も 1 年 は全身

感染 に 要 す る も の と 考 え ら れた 。

戸20 遺伝子 を ク ロ ー ニ ン グ し ， SSCP パ タ ー ン が 異 な

る も の に つ い て 塩基配列 を 解析 し た と こ ろ ， い く つ か の

塩基配列変異株が確認 さ れた 。

EU の Diagnostic Protocol で は， 生物検定， 血清診

断， 遺伝子診断 の様々 な手法の う ち ， 異 な る 二 つ の手法

を組み合せ た 検定 に よ り CTV 陽性の 判 定 を 行 う こ と に

な る 。 そ の手法 は イ ン タ ー ネ ッ ト で公開 さ れ る 。

3 形質転換植物

CTVp23 遺伝子形質転換 メ キ シ カ ン ラ イ ム が CTV

に よ る も の と 似た 症状 を 発現 し た 。

カ ラ タ チ 由来の CTV 抵抗性遺伝子 Ctv に つ い て ， い

く つ かの候補遺伝子 を 特定 し た 。 今後 こ れ ら の遺伝子 を

感受性品種 に 形質転換す る 。

SY 568 株 の 非翻訳の外被 タ ン パ ク 質遺伝子 を 導 入 し

た 形質転換 グ レ ー プ フ ル ー ツ の い く つ か の個体で， 接種

し た 強毒 CTV の濃度 に 差が見 ら れた 。

強 毒 系 統 T 305 株 と 弱 毒 系 統 T 317 株 の 外被 タ ン パ

ク 質遺伝子 を 含 む p25 遺伝子 を 導 入 し た 形質転換 メ キ

シ カ ン ラ イ ム で， CTV に 対 し て 抵抗性 を 示 す 個 体 が い

く つ か得 ら れた 。 そ の抵抗性 は 非相 同 の CTV 系 統 に も

発揮 さ れた 。

T 305 株 の 非翻 訳 の ρ25 遺伝子 を 導 入 し た 形 質転換

メ キ シ カ ン ラ イ ム で は ， 転写後型 の ジ ー ン サ イ レ ン シ ン
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グ 系統 さ え ， 相 同 の T 305 株 に 抵抗性 を 示 さ な か っ た 。

4 そ の他

CTV 感染植物 の dsRNA か ら Oat blue dωaif virus 

の複製酵素の一部 に 高 い相 向性を持つ cDNA が得られた。

H カ ン キ ツ ウ イ ロ イ ド

カ ン キ ツ ウ イ ロ イ ド に は CEVd， CBLVd (CVd-I) ， 

HSVd (CVd- II ) ，  CVd- lII ， CVd - IV が あ り ， 新 種

CVd-OS お よ び CBLVd の 特 殊 な 変 異 株 CVd-I-LSS

が 日 本 か ら 報告 さ れ て い る 。 い く つ か の 草本植物か ら

CEVd の特殊な変異株が見つ か り ， カ ク へ キ シ ア 病 に 関

わ る HSVd の 5�6 塩 基 が 特 定 さ れ， Gummy Bark， 

Gum Pocket， Yellow Corky Vein が新 し い ウ イ ロ イ ド

病 と し て 疑わ し く ， HSVd と CVd-1II に よ る カ ラ タ チ 台

の媛化が顕著で あ る こ と な ど， 関連す る 知見 も 蓄積 し て

お り ， 今回 の会議で も CTV に 次 い で発表が多 か っ た 。

以下に話題に 挙がっ た 主 な ト ピ ッ ク ス を 内容別 に紹介す

る 。

1 検 出

マ ル チ プ レ ッ ク ス RT-PCR を 開発 し ， 各種 カ ン キ ツ

ウ イ ロ イ ド の 同時検出 を 行 っ た 。 日 本 の カ ラ タ チ 台 に 剥

皮症状 を呈す る 樹か ら は ， CEVd 以外の ウ イ ロ イ ド の混

合感染が検出 さ れ る 例 も 多 く 確認 さ れた 。

数種 カ ン キ ツ ウ イ ロ イ ド の RT-PCR 検定 で， 様々 な

品種の う ち ， キ ン カ ン で は確実 に は検出 で き ず， 試料採

集 は穂木程度の校の樹皮 を 暖か い時期 に 採集 し た も の が

良 い こ と がわ か っ た 。

カ ン キ ツ と そ の近縁種 に 数種 カ ン キ ツ ウ イ ロ イ ド を 接

種 し ， ハ イ プ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン と sPAGE を 行 っ た 結

果， 宿主 に よ っ て検出 さ れ な い ウ イ ロ イ ド があ っ た 。

2 ウ イ ロ イ ド病

yel low vein 症 状 か ら CEVd と HSVd が， gummy 

bark 病か ら 様々 な HSVd 変異株が検出 さ れた 。

gum pocket は 生理 的 あ る い は ス ト レ ス に よ る も の

で， ウ イ ロ イ ド は それを促進 さ せ て い る こ と が推察 さ れた。

カ ラ タ チ 台 カ ン キ ツ への接種試験 に よ り ， CEVd は媛

化 と 台 木 の 剥 皮， HSVd は 台 木 の 亀 裂， CBLVd と

CVd- 1II は 媛化， CVd-IV は 媛化 と 台木 の 亀裂 を 示 し た 。

3 そ の他

CEVd の変異株 ク ロ ー ン に つ い て ， 接種試験な ど に よ

り 感染性や増幅開始の メ カ ニ ズ ム な ど を解析 し た 報告が

い く つ か あ っ た 。 ま た ， よ り 効果的 な媛化因子 を作 る た

め CVd- 1II ゲ ノ ム に 変異 を 導入 し病原性 の 異 な る 株 を い

く つ か得た と い う 報告 も あ っ た 。

皿 そ の 他

そ の他， 世界各地 に 分布す る 多様 な ウ イ ル ス や細菌 に

よ る 接 ぎ木伝染性病害， あ る い は検定制度 に つ い て も ，

多 く の発表が行わ れ た 。 以下 に ， 主 な ト ピ ッ ク ス を 内容

別 に 紹介す る 。 特 に Citnls leaf blotch virus (CLBV) 

の こ と と ス ペ イ ン の検定制度 の話題 は ， 日 本の植物防疫

を 考 え る 上で重要 な情報で あ る と 考 え ら れた 。

1 カ ン キ ツ ソ ロ ー シ ス ウ イ ル ス (CPsV) と そ の他

の ウ イ ル ス

ELISA， PCR， 電顕観察 に よ る CPsV 検定 は 信頼性

があ り ， ソ ロ ー シ ス 病様剥皮 や葉 の退緑斑点 は ， 時 に 指

標 に な ら な い こ と が推察 さ れ た 。

キ ン カ ン か ら 検出 さ れた ， シ ト レ ン ジ台 の 接木部奥常

へ の 関連が疑 わ れ る CLBV は ， 新 た な 属 に 含 ま れ る 新

種 と 考 え ら れた 。 RT-PCR に よ る 検定 で， 日 本 を 含 む

世界各地の様々 な カ ン キ ツ か ら 陽性反応が得 ら れた 。

2 ス タ ボ ー ン ( Spiroplasmα citri) と パ リ エ ゲ ー

テ ィ ッ ド ク ロ ロ シ ス (CVC， Xylella t;αs

tidiosa) 

S. ciかず の様々 な 人工変異株 の 作 出 に よ り ， 病原性機

構， 運動能力， ヨ コ バ イ 伝搬性， そ し て オ ペ ロ ン調 節 に

関 す る 遺伝子が特定 さ れつ つ あ り ， 一方， S. citri の ゲ

ノ ム は 2002 年 に は 利 用 で き る だ ろ う 。

CVC の 分布状 況， ブ ラ ジ ル で の CVC 被 害 の 拡 大 と

経済的損失， 抵抗性品種の探索や導入の取 り 組み， 強現

定の効果， ベ ク タ ー駆除， フ リ ー 苗木の作出， 多様性解

析， 高感度検出， 人工変異株の病原性解析 な ど。

3 検定制度

ス ペ イ ン で は ， 1975 年 よ り ， The Citrus Variety 

Improvement Program が行わ れ， 在来品種お よ び導入

品種 は 茎頂接 ぎ木 に よ っ て 無毒化。 無毒化後， 様々 な検

定植物 で 生 物 検 定。 加 え て ， ウ イ ロ イ ド に は sPAGE

(導入品種) と プ リ ン ト ハ イ プ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン (在来

品種) ， CLBV に は PCR， dsRNA を 生 じ る ウ イ ル ス に

は dsRNA 解析， CTV に は イ ム ノ プ リ ン テ ィ ン グ を 行

う 。 検定済み の も の だ け が Germplasm Bank に 保存 さ

れ， す べ て の苗木閣 は ， 現在 そ こ か ら 穂木 を 得 て お り ，

新 し い植栽園 で は 大 き な被害 は 見 ら れ な く な っ て い る 。

ブ ラ ジ ル ・ サ ン パ ウ ロ 州、| で は ， CVC の ベ ク タ ー 防除

の た め 2003 年以降す べ て の カ ン キ ツ 苗木 の生産 を 網 の

中 で行 う こ と が義務化 さ れ る 見通 し で あ る 。
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